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広報りっとう

今月の主な内容
特集：令和２年度主な事業と予算
・地域の防人 栗東市消防団
・後期高齢者医療制度の保険料率の改定
・りっとう再発見　弥生時代の遺跡を発掘

２月12日（ひだまりの家）
　ひだまりの家で、未就園児を対象に親子ふれあいコンサートを開
催しました。マミーズバンド「奏

かなで

」の皆さんが子どもたちに人気の
ある曲などを演奏され、地域子育て支援センターの職員がダンスで
盛り上げました。一緒に口ずさんだり、リズムに合わせて踊ったり
楽しそうな親子の姿がありました。

リズムに合わせて 歌って 踊って♪
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栗
東
市
長

野
村 

昌
弘

市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

県
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
発
症
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
々
ご
対
応
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ
と
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

現
在
の
本
市
の
取
組
み
は
、
国
の
要

請
を
受
け
て
小
中
学
校
の
臨
時
休
業
に

か
か
る
対
応
の
ほ
か
、
市
が
備
蓄
す
る

マ
ス
ク
の
市
内
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

等
へ
の
提
供
、
市
施
設
に
お
け
る
手
指

消
毒
液
の
設
置
、
市
が
主
催
す
る
事
業

の
自
粛
や
縮
小
な
ど
、
そ
の
対
応
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
注
意
喚
起

や
市
施
設
等
の
対
応
情
報
、
事
業
者
向

け
情
報
等
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
随
時
更
新
し
な

が
ら
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
事
態
の
推

移
を
見
な
が
ら
、
県
や
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
そ
の
状
況
を
的
確
に
把
握

し
、
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、

そ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
３
月
に
は
卒
業
式
を
縮
小

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
市
政
に
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
長
就
任
以
来
、
一
貫
し
て
申
し
上

げ
て
き
ま
し
た
「
経
済
に
安
心
を
」「
教

育
・
子
育
て
に
安
心
を
」「
福
祉
・
健

康
に
安
心
を
」「
暮
ら
し
に
安
心
を
」「
行

政
に
安
心
を
」
の
考
え
方
を
第
六
次
総

合
計
画
に
位
置
付
け
、令
和
２
年
度
も
、

「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
く
な
る
安

心
な
元
気
都
市
栗
東
」
を
目
指
し
、
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
の
財
政
状
況
の
厳
し
さ
は
今
な
お

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
学
区
別
自
治
連

合
会
や
各
種
懇
談
会
な
ど
を
通
じ
て
地

域
の
実
情
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、「
元

気
都
市
栗
東
」
を
実
感
い
た
だ
く
た
め

の
市
政
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
市
政
発
展
の
た
め
、
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
た
だ
き
、
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
入

学
式
な
ど
市
の
行
事
に
つ
き
ま
し
て

も
、
今
後
の
状
況
を
見
守
り
な
が
ら
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
色
々
と
ご
不

自
由
、ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、

過
去
に
例
の
な
い
事
態
で
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
手
洗
い
、
咳
エ
チ
ケ

ッ
ト
な
ど
感
染
症
対
策
を
適
切
に
行
っ

て
い
た
だ
く
な
ど
、
感
染
防
止
に
向
け
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

引き続き
五つの安心に
基づき取り組みます

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
に
向
け
て

「
元
気
都
市
栗
東
」
を
目
指
し
て

中学校卒業式（３月 14 日）
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＜令和２年度　会計別当初予算額比較＞

会 計 名 令和２年度 令和元年度 増減予算額 構成比 予算額 構成比
　一 般 会 計 251億1,300万円 60.9% 250億7,200万円 61.4% 0.2%
　特 別 会 計 161億2,600万円 39.1% 157億8,200万円 38.6% 2.2%

土地取得特別会計 3億8,784万円 0.9% 5億4,003万円 1.3% －28.2%
国民健康保険特別会計 57億6,709万円 14.0% 53億　552万円 13.0% 8.7%
介護保険特別会計 37億2,815万円 9.0% 36億9,998万円 9.1% 0.8%
栗東墓地公園特別会計 527万円 0.0% 595万円 0.0% －11.4%
大津湖南都市計画事業栗東新都心土地区画整理事業特別会計 7,649万円 0.2% 8,134万円 0.2% －6.0%
水道事業会計 21億4,841万円 5.2% 22億2,036万円 5.4% －3.2%
公共下水道事業会計 33億　504万円 8.0% 32億8,212万円 8.0% 0.7%
農業集落排水事業特別会計 4,657万円 0.1% 3,502万円 0.1% 33.0%
後期高齢者医療特別会計 6億6,114万円 1.6% 6億1,168万円 1.5% 8.1%

合 計 412億3,900万円 100.0% 408億5,400万円 100.0% 0.9%

●一般会計
　総額は、251億1,300万円で前年度当初に比べ
て4,100万円（+0.2％）の増となっています。こ
れは、①令和2年度も財政健全化に向けた取り組
みを引き続き実施すること、②国の施策や社会経
済情勢の変化等に伴うものなどを重点化して予算
計上したことによります。
　この予算には、小学１年生から３年生までの通
院医療費助成の新たな実施、葉山中学校の大規模
改造工事、小規模保育施設や私立保育所の整備・保
育環境の充実に対する補助、民設学童保育所の施
設整備に対する補助といった子育て支援施策、市
民の健康づくりのニーズへの対応や観光振興、湖
南広域消防局中消防署出張所等更新といった市民
の安全・安心のための施策などが含まれています。

【歳入】
　個人市民税（+1億5,590万円）や固定資産税
（+5,697万円）、軽自動車税（+2,380万円）な
どの増加を見込み、市税全体で前年度比6,577万
円（+0.5%）の増収を見込んでいます。
　国庫支出金は保育所等整備交付金（－8,139万
円）や小学校大規模改造事業補助金（－3,347
万円）などの減少により前年度比7,151万円
（－1.8%）の減となっています。
　また、市債は、中学校大規模改造事業債（+1
億4,360万円）などが増加しているものの、防災
行政無線整備事業債（－1億6,190万円）や小学

校大規模改造事業債（－9,910万円）などの減少
により前年度比1億5,630万円（－14.8％）の減
となっています。

【歳出】
　保育園入所事業費（+1億9,482万円）や、障が
い者自立支援給付費（+6,754万円）などの増加に
より扶助費が前年度比1億9,477万円（+3.6％）の
増となりました。また、移動系防災行政無線デジ
タル化事業や社会体育施設整備事業などの減少に
より、普通建設事業費が前年度比1億8,909万円
（－7.4％）の減となっています。

●特別会計
　水道事業会計および公共下水道事業会計を含む
全９会計で、前年度比３億4,400万円（+2.2％）
増の161億2,600万円となっています。国民健康
保険特別会計では一般療養給付費の増などにより
4億6,157万円の増となったのに対して、水道事
業会計では十里水源地の更新工事の減などにより
7,195万円の減となりました。

●一般会計と特別会計の計　
　前年度と比較すると、3億8,500万円増の412
億3,900万円で0.9％の増となりました。

 令和２年度 一般会計当初予算251億1,300万円

◦令和２年度主な事業と予算◦◦
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歳出（性質別）

歳出（目的別）

歳入

0.9％

自主財源
64.6％

依存財源
35.4％

市税
134億
8,140万円
53.7％

使用料・手数料
7億 7,870万円 3.1％

繰越金
1 億 円 0.4％

繰入金
10億 3,715万円 4.1％

財産収入・寄附金
2億 2,518万円

分担金・負担金
３億 5,217万円 1.4％

国・県
支出金

21.8％

地方譲与税など
20億 9,233万円
8.3％

市債
8億 9,920万円
3.6％

諸収入
4億1,855万円 1.7％

民生費
94億 5,864万円
37.7％

教育費
31億 9,679万円

12.7％

公債費
37億
2,378万円
14.8％

土木費
20 億 8,770万円
8.3％

総務費
23億 2,698万円
9.3％

衛生費
20億 8 , 0 8 3 万円
8.3％

消防費
12億 2,356万円
4.9％

商工費
4億 3,310万円
1.7％

農林水産費
3億 3,241万円
1.3％

議会費
１億 8,769万円
0.8％ 労働費

5,152万円 0.2％
予備費
1,000万円 0.0％

扶助費
55億

7,093万円
　　22.2％

義務的
経費
137億
834万円
54.6％

投資的経費
23億 8,102万円
 9.5％

その他
の経費

90億
2,364万円
35.9％ 　人件費

 48億
180万円
19.1％

公債費
33億 3,561万円
13.3％

普通建設事業費
23億 8,102万円
9.5％

物件費
42億
3,539万円

16.9％

補助費等
28 億 1,440万円
11.2％

積立金
2億 1,113万円

　0.8％

維持補修費
１億 1,127万円
0.4％

その他
16 億 5,145万円
6.6％

諸収入
2億5,821万円　1.0％

54億
7,011万円

歳
出
（
性
質
別
）

【義務的経費】…地方公共団体の歳出のうち、そ
の支出が義務づけられ任意に削減できない経費

【投資的経費】…その支出の効果が資本形成に向
けられ、施設など将来に残るものに支出され
る経費

令和２年度一般会計当初予算
251億1,300万円

問財政課 財政係
　☎551-0100　ＦＡＸ554-1123

福祉・健康に安心を ★みんながいきいき元気に暮らせるまちづくりを進めます

●介護保険特別会計…37 億 2,815 万円
　高齢者の介護予防、社会参加を促進する事業として、通いの場での健康講座・健康相談

やシニアによる子育て支援イベントを開催します。
●心身障がい者等福祉推進経費…1,006 万円
　手話言語の確立と障がい者の情報コミュニケーション支援を踏まえた、第３期障がい者

基本計画・第６期障がい福祉計画を策定します。
●予防接種事業…2 億 6,493 万円
　伝染の恐れがある疾病の発生・まん延を予防するため、予防接種を行っています。令和

２年 10 月からロタウイルスワクチンの予防接種事業を実施します。高齢者の介護予防・認
知症予防を促進

暮らしに安心を ★だれもが安心できるまちづくりで、元気なひと、元気な地域づくりを進めます

●男女共同参画社会推進事業…606 万円
　男女共同参画社会の実現に向けて、まちづくり女と男の共同参画プラン（第６版）を策

定します。また、計画に基づき、性別による固定的な役割分担意識や慣習を見直すため
の啓発や、女性活躍支援事業などの施策を推進します。

●環境センター施設整備事業…1,404 万円
　新しい環境センターの整備に向けて、ごみ処理施設整備基本計画の策定とＰＦＩ等導入

可能性調査を行います。また、ごみ処理施設整備基本計画を策定するため、ごみ処理施
設整備検討委員会を設置します。

●防災・水防活動推進事業…4 億 7,661 万円
　中消防署出張所等の建設工事を実施します。また、自然災害への備えとして総合防災マ

ップ改定業務を実施します。市の防災力を高める

行政に安心を ★行政に安心と職員に元気を

●行政改革推進事業…24 万円
　第八次行政改革大綱に掲げる改革項目を用いて、ＰＤＣＡサイクルによる進行管理を行いま

す。また、有識者による業務棚卸等を通じた、民間活力導入の可能性検討の仕組みづくりを
行います。

●公共施設等管理事業…2,199 万円
　市の公共施設等を安全・安心に利用いただくため、公共施設等を取り巻く環境の変化や財政

状況などとの整合を図りながら、施設分類ごとに維持管理・修繕・更新等や長寿命化などの
実施方針を示す個別施設計画の策定（令和２年度は児童館、コミュニティセンター施設等）
を行います。

児童館など公共施設の
施設計画を策定
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※ 令和２年度施政方針、予算の詳細は、市ホームページ、市役所１階情報公開コーナーでご覧いただけます。

歳出（性質別）

歳出（目的別）

歳入

0.9％

自主財源
64.6％

依存財源
35.4％

市税
134億
8,140万円
53.7％

使用料・手数料
7億 7,870万円 3.1％

繰越金
1 億 円 0.4％

繰入金
10億 3,715万円 4.1％

財産収入・寄附金
2億 2,518万円

分担金・負担金
３億 5,217万円 1.4％

国・県
支出金

21.8％

地方譲与税など
20億 9,233万円
8.3％

市債
8億 9,920万円
3.6％

諸収入
4億1,855万円 1.7％

民生費
94億 5,864万円
37.7％

教育費
31億 9,679万円

12.7％

公債費
37億
2,378万円
14.8％

土木費
20 億 8,770万円
8.3％

総務費
23億 2,698万円
9.3％

衛生費
20億 8 , 0 8 3 万円
8.3％

消防費
12億 2,356万円
4.9％

商工費
4億 3,310万円
1.7％

農林水産費
3億 3,241万円
1.3％

議会費
１億 8,769万円
0.8％ 労働費

5,152万円 0.2％
予備費
1,000万円 0.0％

扶助費
55億

7,093万円
　　22.2％

義務的
経費
137億
834万円
54.6％

投資的経費
23億 8,102万円
 9.5％

その他
の経費

90億
2,364万円
35.9％ 　人件費

 48億
180万円
19.1％

公債費
33億 3,561万円
13.3％

普通建設事業費
23億 8,102万円
9.5％

物件費
42億
3,539万円

16.9％

補助費等
28 億 1,440万円
11.2％

積立金
2億 1,113万円

　0.8％

維持補修費
１億 1,127万円
0.4％

その他
16 億 5,145万円
6.6％

諸収入
2億5,821万円　1.0％

54億
7,011万円

歳出（性質別）

歳出（目的別）

歳入

0.9％

自主財源
64.6％

依存財源
35.4％

市税
134億
8,140万円
53.7％

使用料・手数料
7億 7,870万円 3.1％

繰越金
1 億 円 0.4％

繰入金
10億 3,715万円 4.1％

財産収入・寄附金
2億 2,518万円

分担金・負担金
３億 5,217万円 1.4％

国・県
支出金

21.8％

地方譲与税など
20億 9,233万円
8.3％

市債
8億 9,920万円
3.6％

諸収入
4億1,855万円 1.7％

民生費
94億 5,864万円
37.7％

教育費
31億 9,679万円

12.7％

公債費
37億
2,378万円
14.8％

土木費
20 億 8,770万円
8.3％

総務費
23億 2,698万円
9.3％

衛生費
20億 8 , 0 8 3 万円
8.3％

消防費
12億 2,356万円
4.9％

商工費
4億 3,310万円
1.7％

農林水産費
3億 3,241万円
1.3％

議会費
１億 8,769万円
0.8％ 労働費

5,152万円 0.2％
予備費
1,000万円 0.0％

扶助費
55億

7,093万円
　　22.2％

義務的
経費
137億
834万円
54.6％

投資的経費
23億 8,102万円
 9.5％

その他
の経費

90億
2,364万円
35.9％ 　人件費

 48億
180万円
19.1％

公債費
33億 3,561万円
13.3％

普通建設事業費
23億 8,102万円
9.5％

物件費
42億
3,539万円

16.9％

補助費等
28 億 1,440万円
11.2％

積立金
2億 1,113万円

　0.8％

維持補修費
１億 1,127万円
0.4％

その他
16 億 5,145万円
6.6％

諸収入
2億5,821万円　1.0％

54億
7,011万円

歳
入

歳
出
（
目
的
別
）

◦令和２年度主な事業と予算◦◦

経済に安心を ★トップセールスとリーダーシップで地域経済に元気を創出します

●まちづくり基本構想にかかる基盤整備事業（後継プラン）…１億 3,224 万円
　「環境」と「新技術」による地域活力創生のまちづくりをテーマとしたまちづくり基本構

想（後継プラン）に基づく基盤整備の完遂にむけ、下鈎甲上鈎線などの道路整備を実施
します。

●農政対策経費…208 万円
　農業振興基本計画の策定および農業振興地域整備計画の見直しに着手します。　
●観光振興推進事業…2,409 万円　
　観光資源の磨き上げや戦略的なマーケティングの立案と実施により、観光消費額や来訪

者の拡大を目指します。道路整備を進める

～令和２年度　
主な事業と予算～
「五つの安心」に基づき
重点的に実施

待機児童解消に向け
て保育環境の充実に
取り組む

教育・子育てに安心を ★子どもが伸び伸びと元気に育つ環境づくりを進めます

●乳幼児等福祉医療費助成事業…2 億 1,937 万円
　令和２年度から小学１年生～３年生までの通院医療費の助成を開始します。
●保育園管理運営経費…21 億 1,052 万円
　待機児童解消に向けて、小規模保育事業施設や私立保育所の整備・保育環境の充実に向

けて補助を実施します。
●教育施設改修等事業…3 億 3,587 万円
　葉山小学校・大宝西小学校のトイレ改修工事、葉山中学校大規模改造工事、治田幼稚園

床改修工事などを実施します。
●英語指導助手派遣事業…2,037 万円
　令和２年度からの新学習指導要領の完全実施に伴い、担任や専科教員（小学校）、英語科

教員（中学校）、英語指導助手等との複数指導による外国語学習を通じて、市内の小中学
生のコミュニケーション能力を育成するとともに、国際感覚を養います。

子どもが伸び伸びと元気に育つ環境づくりに取り組みます



問
元
気
創
造
政
策
課

　

☎
551-

１
８
０
８ 

ＦＡＸ
553-

１
２
８
０

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
な
ど
に
伴
い
生
じ
た
必
要
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
し
つ
つ
、
平
成
30
年

度
決
算
に
お
け
る
財
政
健
全
化
達
成
を

目
標
に
「（
新
）
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
な

ど
の
諸
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

同
プ
ラ
ン
は
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
、
毎
年
５
億
円
程
度
の
改
革

効
果
が
あ
り
、
実
質
公
債
費
比
率
や
将

来
負
担
比
率
と
い
っ
た
財
政
健
全
化
判

断
比
率
で
一
定
の
改
善
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
全
国
や
県
内
他
市
町
と
比
べ
る
と

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
こ
れ
ま
で
の
改
革

効
果
は
、
維
持
を
基
本
と
し
ま
す
。

し
か
し
、「
重
度
心
身
障
が
い
者（
児
）

に
対
す
る
自
動
車
燃
料
費
・
福
祉
タ
ク

シ
ー
運
賃
助
成
制
度
」
は
、
近
隣
市
と

比
べ
て
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

８
月
か
ら
助
成
対
象
者
の
範
囲
を
身
体

障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級
所
持
者
な
ど

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
全
般
に
拡
大

し
ま
す
。
結
果
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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問
危
機
管
理
課 

　

☎
551-

０
１
０
９　
ＦＡＸ
518-

９
８
３
３

防
災
・
防
犯
情
報
の
配
信

　

本
市
で
は
、
防
犯
情
報
の
ほ
か
、
防

災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送

し
て
い
る
防
災
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル
配

信
し
て
い
ま
す
。

　

配
信
す
る
情
報
は
、

①
防
犯
情
報
（
不
審
者
情
報
な
ど
）

②
気
象
警
報（
大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
）

③
土
砂
災
害
警
戒
情
報

④
竜
巻
注
意
情
報

⑤
震
度
情
報（
地
震
発
生
後
の
震
度
情
報
）

⑥
国
民
保
護
情
報
（
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
情

報
な
ど
）

で
す
。

<

登
録
方
法>

◦
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
、
携
帯
電
話
か
ら

次
の
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
登
録
案
内
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

◦
画
面
の
案
内
に
従
い
、
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

<

注
意
事
項>

◦
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
と
し
て
ド
メ
イ

ン
指
定
受
信
を
設
定
し
て
い
る
人

は
、
解
除
す
る
か
、
先
に
ド
メ
イ
ン

「city-ritto.jp

」
を
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
防
災
・
防
犯
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
で

は
、
登
録
か
ら
12
か
月
が
経
過
す
る

と
、
メ
ー
ル
配
信
の
継
続
を
確
認
す

る
メ
ー
ル
を
自
動
送
信
し
て
い
ま
す
。

　

配
信
継
続
を
希
望
す
る
人
は
、
お
手

数
で
す
が
、
案
内
に
従
い
、
継
続
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

※
確
認
メ
ー
ル
の
配
信
か
ら
14
日
経
過

す
る
と
自
動
的
に
登
録
解
除
と
な
り

ま
す
。

※ＱＲコードからも
メール送信ができ
ます。

entry@city-ritto.jp

 

本
市
で
は
上
水
道
本
管
工
事
や
、
老

朽
化
に
伴
う
修
繕
で
、
消
火
栓
の
蓋
を

旧
式
の
角
型
か
ら
、
新
し
い
丸
型
へ
と

取
替
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
丸

型
消
火
栓
の
蓋
を
開
け
る
工
具
（
十
字

型
）
を
、
付
近
の
ホ
ー
ス
格
納
箱
へ
備

え
付
け
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
内
の
丸

型
消
火
栓
付
近
の
ホ
ー
ス
格
納
箱
の
点

検
時
に
は
、
開
閉
工
具
の
確
認
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

開閉工具（白線内） 新：丸型 旧：角型

(
新)

集
中
改
革
プ
ラ
ン

　
　
　
　

 

検
証
結
果

消
火
栓
蓋
を
交
換

し
て
い
ま
す
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問
危
機
管
理
課 
総
合
防
災･

危
機
管
理
係　

☎
551-

０
１
０
９　

 

ＦＡＸ
518-

９
８
３
３

　

中
消
防
署
☎
552-
０
１
１
９

消
防
団
の
活
動
は
、
消
火
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
消
防
団
員
は
地
域
の
防

火
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
に
密
着

し
、
災
害
時
・
平
常
時
を
問
わ
ず
住
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
重
要
な

役
割
を
担
い
ま
す
。

栗
東
市
消
防
団
で
は
、「
地
域
に
貢
献

し
た
い
」
と
使
命
感
あ
ふ
れ
る
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
皆
さ

ん
の
力
が
必
要
で
す
。

応
募
資
格
は
、

◦
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
し
て
い

る
人

◦
満
18
以
上
の
健
康
な
人

　

で
す
。応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
消
防
団
員
の
待
遇
】

消
防
団
員
は
普
段
は
別
の
仕
事
に
就

き
な
が
ら
、
有
事
の
際
に
は
災
害
現
場

に
駆
け
つ
け
、
消
防
活
動
を
行
う
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

市
か
ら
年
額
報
酬
や
出
動
手
当
が
支

給
さ
れ
る
ほ
か
、
一
定
期
間
勤
務
し
、

退
団
し
た
場
合
に
は
退
職
報
償
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

地
域
の
防さ

き

も

り人 

栗
東
市
消
防
団

消
防
団
員
募
集

　

現
在
、
栗
東
市
消
防
団
員
の
約
７
割

が
被
雇
用
者
と
い
う
状
況
の
中
、
消
防

団
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
企
業
の
協

力
の
も
と
、
被
雇
用
者
が
入
団
し
や
す

く
、
活
動
し
や
す
い
環
境
の
整
備
が
重

要
で
す
。

こ
の
た
め
、
企
業
の
消
防
団
へ
の
協

力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ

る
と
同
時
に
、
協
力
を
通
じ
て
、
地
域

防
災
体
制
が
よ
り
一
層
充
実
さ
れ
る
こ

と
を
目
的
に
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
登
録
事
業
所

は
表
示
証
を
社
屋
に
掲
示
で
き
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
広
く
公
表
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
登
録
く
だ
さ
い
。

【
認
定
基
準
】
※
い
ず
れ
か
の
該
当
で
認
定

①
消
防
団
員
が
３
人
以
上
従
事
し
て

い
る
事
業
所

②
従
業
員
の
消
防
団
活
動
を
積
極
的

に
配
慮
し
て
い
る
事
業
所　

③
災
害
時
に
資
機
材
を
消
防
団
に
提
供

す
る
な
ど
協
力
し
て
い
る
事
業
所

④
そ
の
他
、
消
防
団
長
の
申
し
出
に
よ
り

消
防
局
長
が
優
良
と
認
め
た
事
業
所

消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度



後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
の
改
定

■
令
和
２
年
度
の
均
等
割
額
が
軽
減
さ

れ
る
場
合
お
よ
び
変
更
点

世
帯
主
と
被
保
険
者
全
員
の
所
得
が

一
定
以
下
の
人
は
、
世
帯
の
所
得
水

準
に
合
わ
せ
て
、
均
等
割
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

※
65
歳
以
上
の
人
の
公
的
年
金
等
に

係
る
所
得
に
つ
い
て
は
、
15
万
円
を

引
い
た
額
で
判
定
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
に
お
け
る
保
険
料
均
等

割
額
の
軽
減
割
合
お
よ
び
軽
減
範
囲

の
変
更
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
均
等
割
額
の
軽
減
割
合
を
見
直
し

◦
世
帯
主
と
被
保
険
者
全
員
の
所
得

の
合
計
額
が
33
万
円
以
下
で
、
被

保
険
者
全
員
の
公
的
年
金
の
控
除

額
を
80
万
円
と
し
て
計
算
し
た
と

き
、
各
種
所
得
が
０
円
と
な
る
人

令
和
元
年
度
…
均
等
割
額
８
割
軽
減

令
和
２
年
度
…
均
等
割
額
７
割
軽
減

◦
世
帯
主
と
被
保
険
者
全
員
の
所
得

の
合
計
額
が
33
万
円
以
下
で
、
右

記
に
該
当
し
な
い
人

　

令
和
元
年
度
…
均
等
割
額
8.5
割
軽
減

　

令
和
２
年
度
…
均
等
割
額
7.75
割
軽
減

●
均
等
割
額
５
割
・
２
割
軽
減
の
範
囲

を
拡
大

◦
均
等
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
る
人

被
保
険
者
と
そ
の
世
帯
の
世
帯
主

の
総
所
得
金
額
等
が
、
次
の
計
算

式
を
超
え
な
い
人

令
和
元
年
度
…
「
基
礎
控
除
額

（
33
万
円
）」
＋
「

28.0
万
円
×
世
帯

の
被
保
険
者
数
」

令
和
２
年
度
…
「
基
礎
控
除
額

（
33
万
円
）」
＋
「
28.5
万
円
×
世
帯

の
被
保
険
者
数
」

◦
均
等
割
額
が
２
割
軽
減
さ
れ
る
人

被
保
険
者
と
そ
の
世
帯
の
世
帯
主

の
総
所
得
金
額
等
が
、
次
の
計
算

式
を
超
え
な
い
人

令
和
元
年
度
…
「
基
礎
控
除
額

（
33
万
円
）」
＋
「
51
万
円
×
世
帯

の
被
保
険
者
数
」

令
和
２
年
度
…
「
基
礎
控
除
額

（
33
万
円
）」
＋
「
52
万
円
×
世
帯

の
被
保
険
者
数
」

●
お
ひ
と
り
ご
と
の
新
し
い
保
険
料
の

額
は
、
令
和
２
年
７
月
に
郵
便
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
保
険

料
額
の
試
算
が
で
き
ま
す
。

　

http://w
w

w
.shigakouiki.jp/

index.htm
l

★
令
和
２
年
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る

被
保
険
者
証
は
、
７
月
中
に
簡
易
書

留
で
お
届
け
し
ま
す
。
８
月
1
日
か

ら
は
新
し
い
被
保
険
者
証
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

区　　分
保険料率

現行
（平成30・令和元年度）

改定後
（令和２・３年度）

被保険者均等割額 43,727円 45,512円

所得割率※ 8.26％ 8.70％

年間保険料上限額 62万円 64万円

※�「所得割額」の計算方法･･･総所得金額等から基礎
控除の33万円を差し引いた金額×上記の割合

■
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
保
険
料

を
改
定

問
保
険
年
金
課 

高
齢
者
医
療
係

  

☎
551-

０
３
６
１ 

ＦＡＸ
553-

０
２
５
０

　

滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

  

☎
522-

３
０
１
３ 

ＦＡＸ
522-

３
０
２
３

令
和
２
・
３
年
度

＜令和２・３年度の保険料率（年額）＞
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第
３
次
栗
東
市
食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

本
市
で
は
、
食
を
通
じ
て
元
気
な
体

や
感
謝
の
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
令
和
２
年
３
月
に
、
第
３
次
栗
東

市
食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
食
育
の
取
組
の
成
果
と

課
題
を
踏
ま
え
、「
お
い
し
く
楽
し
く

食
べ
て
心
も
体
も
健
康
に
！
」
を
目
指

す
姿
と
し
、『
食
育
』
を
「
心
も
体
も

健
康
で
豊
か
な
食
生
活
を
実
現
で
き
る

よ
う
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
育
っ
て

い
く
こ
と
」
と
と
ら
え
、推
進
し
ま
す
。

今
回
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
取
組

み
の
提
案
と
し
て【
み
ん
な
の
取
組
み
】

を
掲
載
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
を
は
じ
め
、企
業
や
関
係
団
体
、

行
政
な
ど
で
食
育
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

【
み
ん
な
の
取
組
み
】

〇
野
菜
料
理
を
一
皿
増
や
そ
う

　

…
本
市
の
20
歳
以
上
の
人
は
、
一
日

の
野
菜
摂
取
目
標
量
ま
で
約
35
ｇ
足

り
て
い
ま
せ
ん
。
お
惣
菜
を
買
う
時

や
外
食
の
時
も
野
菜
を
意
識
し
て
購

入
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〇
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん

　

…
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
ブ
ド
ウ
糖

を
朝
食
で
補
給
し
、
脳
を
し
っ
か
り

目
覚
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

〇
食
事
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
は
か
ろ
う

　

…
家
族
や
友
だ
ち
、
地
域
の
人
と
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
食
べ

る
食
事
は
、
心
も
体
も
元
気
に
な
り

ま
す
。

〇
地
域
の
食
材
を
知
ろ
う

　

…
農
産
物
直
売
所
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
売
ら
れ
て
い
る
旬
の
地
域
の
食
材

に
注
目
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〇
農
業
の
体
験
を
し
よ
う

　

…
家
庭
で
、
ト
マ
ト
な
ど
簡
単
な
プ

ラ
ン
タ
ー
栽
培
な
ど
を
行
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

〇
料
理
を
す
る
機
会
を
つ
く
ろ
う

　

…
家
庭
や
地
域
で
料
理
す
る
機
会
を

つ
く
り
、
楽
し
み
な
が
ら
食
へ
の
関

心
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
計
画
書
・

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
『
第
３
次
栗

東
市
食
育
推
進
計
画
』
で
検
索
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課 

  

☎
554-

６
１
０
０ 
ＦＡＸ
554-
６
１
０
１

問
子
育
て
応
援
課 

  

☎
551-

０
１
１
４ 

ＦＡＸ
552-

９
３
２
０

地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
・
児
童
館
の

開
館
日

施設名 開館時間 開館日
月 火 水 木 金 土

大宝東児童館
地域子育て包括支援センター 9：00 ～ 17：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○

治田東児童館
地域子育て支援センター治田東

10：30 ～ 17：00
※土曜日は 9 時開館 ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
金勝児童館

地域子育て支援センター金勝

10：30 ～ 17：00

○ ○ ○ ○

葉山児童館 ○ ○ ○
葉山東児童館 ○ ○ ○
治田児童館 ○ ○ ○

治田西児童館 ○ ○ ○
大宝児童館 ○ ○ ○

大宝西児童館 ○ ○ ○
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65
歳
か
ら
の
栗
東
１
０
０
歳
大
学

第
５
期 

新
入
生
募
集問

長
寿
福
祉
課 

  

☎
551-

０
１
９
８ 

ＦＡＸ
551-

０
５
４
８

●
栗
東
１
０
０
歳
大
学
で
得
ら
れ
る
こ
と

◦
わ
く
わ
く
す
る
「
ま
な
び
」
⇓
こ
れ
か

ら
の
生
き
方
を
学
ぶ

◦
ど
き
ど
き
体
験
の
「
き
ず
な
」
⇓
友
達

づ
く
り

◦
い
き
い
き
と
「
は
た
ら
く
」
⇓
地
域
活

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
就
労
を
通

し
て
、
元
気
を
維
持

◦
自
由
に
選
ぶ
専
攻
科
目
で
資
格
取
得

●
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
基
礎
科
目
と
専
攻
科
目
）

　

基
礎
科
目
⇓
６
科
目
30
講
座

　
「
総
論
」「
健
康
づ
く
り
」「
生
き
が

い
づ
く
り
」「
幸
せ
づ
く
り
」「
福
祉

の
現
状
」「
地
域
の
現
状
」

　

専
攻
科
目
⇓
各
種
講
座
、
研
修
を
受

講
。「
地
域
の
集
い
場
担
い
手
養
成
」

「
防
災
士
養
成
」「
地
域
活
動
体
験
」

の
３
科
目
を
予
定

■
入
学
生
募
集

◦
募
集
期
間
…
４
月
２
日
㈭
～
５
月
19

日
㈫

◦
対
象
…
大
学
で
得
た
こ
と
を
自
分
や
ま

わ
り
の
人
の
た
め
に
役
立
て
よ
う
と

す
る
65
歳
以
上
の
市
民

◦
定
員
…
40
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◦
授
業
料
…
前
期
３
千
円
、
後
期
３
千

円
計
６
千
円
（
た
だ
し
、
専
攻
科
目

は
別
途
必
要
）

◦
開
講
日
…

　

基
礎
科
目
：
５
月
26
日
～
翌
年
１
月

12
日 

毎
週
火
曜
日
10
時
～
11
時
30
分

　

専
攻
科
目
：
各
種
講
座
や
研
修
の
受

講
日

◦
開
講
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
大
宝
東
ま
た
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
宝

※
開
講
日
と
場
所
は
、
一
部
変
更
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
開
講
直
前
講
座

◦
開
催
日
…
４
月
21
日
㈫
10
時
～
11
時

30
分

◦
テ
ー
マ
…
今
ど
き
の
関
心
事
～
「
感

染
症
」
と
「
排
尿
障
害
」
～

◦
講
師
…
南
部
健
康
福
祉
事
務
所
（
草

津
保
健
所
）
所
長 

荒
木
勇
雄
さ
ん

◦
場
所
…
ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
４
階

　

研
修
室
Ｅ

◦
対
象
…
市
民　

◦
受
講
料
…
無
料

◦
要
申
し
込
み

５
月
26
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
に
基
礎
講
座
全
30
講
座
を
開
講
！

問
環
境
政
策
課 
生
活
環
境
係

　

☎
551-

０
３
４
１ 
ＦＡＸ
554-

１
1
２
３

路
上
喫
煙
は
や
め
ま

し
ょ
う

路
上
や
公
園
な
ど
多
く
の
人
が
集
ま

る
場
所
で
の
喫
煙
は
、
子
ど
も
を
は
じ

め
他
の
歩
行
者
に
直
接
的
な
危
害
を
加

え
る
可
能
性
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
受

動
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
被
害
を
与
え

る
こ
と
か
ら
、
路
上
喫
煙
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

市
で
は
、
路
上
喫
煙
の
防
止
に
関
す

る
条
例
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
駅
前

に
は
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
り
、
吸
い
殻
は

適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

感謝状の贈呈と寄付いただいたマスク

感
染
症
予
防
に

　

マ
ス
ク
の
寄
付

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

症
の
発
生
に
よ
り
、
全
国
的
に
マ
ス
ク

が
品
薄
と
な
る
中
、
本
市
で
も
そ
の
確

保
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
市
内
に
事
業
所
が
あ
る

株
式
会
社
手
原
産
業
倉
庫（
蜂
屋
地
先
）

様
か
ら
感
染
症
予
防
対
策
に
と
、
マ
ス

ク
１
万
６
千
枚
を
超
え
る
多
数
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
マ
ス
ク
は
、
本

市
に
お
け
る
感
染
症
防
止
対
策
に
有
効

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３
月
17
日
、
株
式
会
社
手
原
産
業
倉

庫
様
に
は
市
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
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第三者行為とは、第三者（自分以外の人）
の行為により負傷などをして、治療を受けるこ
とになった場合を指します。第三者の行為によ
る負傷などの治療を受ける場合の医療費は、本
来、加害者が負担すべきものですが、国民健康
保険または後期高齢者医療制度の加入者は保険
証を提示して治療を受けることができます。

ただし、その場合には、治療費を国民健康
保険または後期高齢者医療制度が一時立て替え
し、後日、加害者（加害者が加入している損害
保険会社など）に請求することになります。

第三者行為で国民健康保険もしくは後期高齢
者医療制度の保険証を使って治療を受ける場合
は、速やかに保険年金課まで届出してください。
●第三者行為に該当する行為
　交通事故（自転車・自動車など）、自損事故、
　けんか、他人の犬に噛まれたなど
●注意事項
・同乗中の事故などで、相手（加害者）が家族や

親戚であっても届出してください。
・相手が不明の場合でも届出してください。
・過失の大小に関わらず届出してください。
・相手方との取り決めや示談をする前に届出して

ください。内容により、第三者行為による治療
費であっても、被保険者ご自身で負担しなけれ
ばならなくなる場合があります。

～第三者行為（交通事故など）による医療費～

問保険年金課 国民健康保険係
　☎ 551-1807　ＦＡＸ 553-0250
　保険年金課 高齢者医療係
　☎ 551-0361　ＦＡＸ 553-0250

～イエローチョーク作戦～
　犬のフンは放置者の特定が難しく、飼い主
のモラルに大きくゆだねられています。そこ
で、放置された犬のフンのまわりを黄色いチ
ョークで囲み、見つけた日時を書いてフンを
そのまま残すことで、地域が監視しているこ
とを飼い主に認識させ、飼い主のモラルに訴
えフンの放置をなくさせるという啓発活動が

「イエローチョーク作戦」です。
　市ではこの「イエローチョーク作戦」を推
進させることにより飼い主のモラル向上を目指
しています。詳しい内容はお問合せください。

フンのまわりをチョーク
で囲み、発見日時を書く Ｒ２. ３.1　10：00      

問環境政策課 生活環境係 
　☎ 551-0341
　ＦＡＸ 554-1123

感 染 症 対 策
風邪や季節性インフルエンザ、新型コロナウイ

ルス感染症等の感染症対策は、一人ひとりの「咳
せ き

エチケット」や「手洗い」などの実施がとても重
要です。感染症対策に努めていただくようお願い
します。

【感染症対策】
◦咳やくしゃみが出るときは、マスクの着用やハ

ンカチ等で口元を覆ってください（咳エチケッ
ト）。

◦手洗い、うがいを励行してください（消毒には
アルコールが有効です）。

◦十分に栄養と睡眠をとってください。

【感染拡大防止のために】
◦風邪のような症状がある場合は、外出を控えて

いただくようお願いします。
◦特に高齢者や基礎疾患がある人は感染すると重

篤しやすい可能性が考えられます。出来るだけ
人込みの多いところは避けるなど、感染予防に
ご注意いただくようお願いします。

◦集団感染の共通点は、「換気が悪く」、「人が密
に集まって過ごすような空間」、「不特定多数の
人が接触するおそれが高い場所」です。

◦換気が悪く、人が密に集まって過ごすような空
間に集団で集まることを避けてください。

問健康増進課
　☎ 554-6100　ＦＡＸ 554-6101

3つの咳エチケット 電車や職場、学校など人が集まるところでやろう

マスクがない時 とっさの時

マスクを着用する
（口・鼻を覆う）

ティッシュ・ハンカチ
で口・鼻を覆う

袖で口・鼻を覆う

感染症予防の基本は
手洗いです
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問
学
校
教
育
課

　

☎
551-

０
１
３
０　

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

よ
り
よ
く
生
活
す
る

た
め
の
12
か
条
25

《金勝小学校》「感謝の気持ちを大切に」

「弥生時代の遺跡を発掘
　小柿遺跡・中沢遺跡」

今
回
は
、
昨
年
の
発
掘
成
果
の
う

ち
、
治
田
西
小
学
校
の
東
、
小
柿
一

丁
目
で
調
査
し
た
小
柿
遺
跡
と
治
田

西
小
学
校
の
西
隣
に
あ
る
平
八
池
の

西
、
中
沢
二
丁
目
で
調
査
し
た
中
沢

遺
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

小
柿
遺
跡
は
、
調
査
地
の
ほ
ぼ
全

面
が
弥
生
時
代
後
期
（
約
１
９
０
０

年
前
）
に
埋
ま
っ
た
川
の
跡
で
、
そ

の
川
の
中
か
ら
多
量
の
土
器
が
出
土

し
ま
し
た
。

過
去
の
周
辺
調
査
地
か
ら
は
竪た

て
あ
な穴

住
居
が
見
つ
か
っ
て
い
る
の
で
、
土

器
は
近
く
の
弥
生
人
た
ち
が
使
っ
て

い
た
も
の
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
土

器
の
他
に
、
川
底
か
ら
木
製
品
も
出

土
し
ま
し
た
。
竪た

て
き
ね杵

や
作
り
か
け
の

鍬く
わ

、
建
築
部
材
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

が
、
注
目
さ
れ
る
物
に
「
椀わ

ん

」
が
あ

り
ま
す
。
口
径
が
約
30
セ
ン
チ
の
大

型
品
で
、
丁
寧
に
く
り
抜
か
れ
、
底

部
に
は
高こ

う
だ
い台
も
作
り
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
弥
生
時
代
の
木
製
椀
が
見
つ
か

る
の
は
非
常
に
珍
し
く
、
当
時
の
生

活
を
知
る
上
で
貴
重
な
発
見
と
な
り

ま
し
た
。

中
沢
遺
跡
で
は
、
古
墳
時
代
の
方

墳
と
弥
生
時
代
中
期
（
約
２
１
０
０

年
前
）
の
溝
が
出
土
し
ま
し
た
。

溝
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
土
器
の
他

に
、
石
器
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
石

器
は
、
琵
琶
湖
周
辺
で
採
れ
る
粘
板

岩
や
、
大
阪
府
と
奈
良
県
の
府
県
境

に
あ
る
二
上
山
で
採
れ
る
サ
ヌ
カ
イ

ト
な
ど
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、
石
包

丁
や
石せ

き
ふ斧

、
石せ
っ
け
ん剣

、
石せ
き
ぞ
く鏃

（
矢
じ
り
）

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
溝

は
、
小
柿
遺
跡
の
川
ほ
ど
深
く
な
か

っ
た
た
め
、
木
製
品
は
腐
っ
て
し
ま

い
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
小
柿
遺
跡
か
ら
は
石

器
が
出
土
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

は
弥
生
時
代
後
期
に
は
鉄
器
が
普
及

し
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
道
具
の
主
流

で
あ
っ
た
石
器
の
使
用
が
廃
れ
た
た

め
で
す
。
鉄
の
普
及
は
弥
生
人
の
生

活
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

小
柿
遺
跡

問出土文化財センター

　☎ 553-3359　ＦＡＸ 553-3514

157

小柿遺跡から出土した木製の椀

２
月
13
日
、
金
勝
小
学
校
の
４
年

生
は
、
家
族
を
招
い
て
２
分
の
１
成

人
式
を
開
き
ま
し
た
。
毎
年
、
二
十

歳
の
半
分
を
迎
え
る
学
年
で
行
っ
て

い
ま
す
。

「
１
年
生
の
時
は
、
さ
か
さ
に
ひ

ら
が
な
を
書
い
て
い
た
け
ど
、
こ
ん

な
難
し
い
漢
字
を
書
け
る
よ
う
に
な

っ
た
よ
。
家
で
教
え
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。」「
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
こ
ん
な

に
上
手
に
な
っ
た
よ
。
バ
ス
ケ
に
出

会
わ
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で

育
て
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
、
自
分
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
や
今
後
の
夢
な
ど
を

発
表
し
ま
し
た
。

発
表
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
の
表

情
を
見
る
と
、
満
足
し
き
っ
た
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
、

担
任
か
ら
「
自
分
の
成
長
を
支
え
て

く
れ
る
家
族
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

こ
れ
か
ら
も
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し

て
い
こ
う
。」
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
。

今
後
も
、
道
徳
の

時
間
や
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
と
お
し
て
、

感
謝
の
気
持
ち
を
育

ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

中
沢
遺
跡



上手い！たくみな技術
美味い！みごとな料理
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。
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栗東市 Facebook「うますぎる栗東」。
ご覧いただいたことはあるでしょうか？
りっとうミツケーター（市民記者）と市とが協

働で情報発信を行っている栗東市の Facebook
です。栗東の魅力発見と愛着醸成、魅力共有を目
的に、栗東のうまいものヒト・モノ・コトに出会
えるページとして、ほぼ毎日更新し、毎月初めに
は、その月の「広報りっとう」の見どころを紹介
しています。

今月のうますぎ★ブランド 例えば「あ」では「あきの相撲祭、大宝のこど
も、ハッケイヨイ・ノコッタ」という読み札に相
撲をしている男の子の絵札がペアになります。下
の写真の「ろ」で始まる牛と馬の絵札も栗東に関
係するものですが、何の絵でしょうか？実は天保
12 年（1841 年）に新屋敷（小柿十丁目）に老
牛馬が余生を静かに過ごせる保養所があったそう
で、その歴史について描いた絵札でした。

このカルタで郷土の歴史を再発見するととも
に、地域との触れ合いに活用されたいという思い
から、市内の保育園・幼稚
園をはじめ各教育関係部署
に寄贈しました。

市民なら一度は遊んで
みたいちょっとおもしろ
い「栗東あいうえおカル
タ」ができました。

このカルタは、栗東市
ボランティア観光ガイド
協会が、子どもから大人まで幅広い年齢に遊びな
がら郷土栗東を知ってもらいたいという思いか
ら、栗東市元気創造まちづくり助成金と公益財団
法人大同生命厚生事業団助成金を活用して作成。
カルタは栗東らしさや名所・史跡を 52 の読み札
と絵で伝える内容になっており、読み札と絵札と
もに応募総数 260 件の中から選ばれた作品で構
成されています。

「栗東あいうえおカルタ」
ができました

本市の広報紙がパソコンやスマホからも見られ
ると好評いただいています。

また、市民記者ミツケーターが栗東の旬や、魅
力ある人、おいしいモノ、気になるお店などを独
自取材。市民目線で「うますぎる栗東」を投稿し
ています。

その他、本市の魅力のひとつである自然観察の
森から投稿される、その年その時ならではの森だ
よりも定期的に更新中。

ぜひ一度ご覧いただ
き、「いいね」もよろし
くお願いします。

Facebook ★「うますぎる栗東」

りっとう みーつけた！

問秘書広報課 広報・広聴係 
　☎ 551-0641　ＦＡＸ 553-1280

問栗東市ボランティア観光ガイド協会
　栗東観光案内所（手原駅２階） 
　☎ 551-0126　ＦＡＸ 551-6158
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２月19日（栗東西中学校）
　生徒会執行部のリーダー研修会が開催され
ました。今回のテーマは「交通安全につい
て」。草津警察署交通課の四方良介さんと地
域交通安全活動推進委員の山本登志一さん
を講師に迎え、最近の交通事故の概要やリー
ダーとしての心構えなどを学びました。
　特に山本さんからは「あいさつから始ま
り、あいさつに終わることを大切にして欲し
い」など貴重な助言をいただきました。

生徒会のリーダー
として！

「日本スポーツ少年団
顕彰」の受賞

２月19日（市役所）
　「日本スポーツ少年団顕彰」を受賞され
た栗東市スポーツ少年団本部の皆さんから
受賞報告を受けました。栗東市スポーツ少
年団は市内、20単位団（野球、サッカー、
ミニバス、バレー、剣道、柔道の６競技と
ACP（幼児の運動プログラム））から構成さ
れ、永年にわたる団活動が全国のスポーツ
少年団の模範となり、スポーツ推進に大き
な貢献をされました。

２月22日（さきら）
　人権尊重と部落解放をめざす「市民のつ
どい」を開催しました。第１部では、人権
啓発作品や21世紀スローガンコンテストの
表彰などがありました。第２部では、平成
26年度文化庁映画賞文化記録映画部門大賞
作品「ある精肉店のはなし」の映画監督、
纐
は な

纈
ぶ さ

あやさんに講演いただきました。
　纐纈さんは「差別や偏見をなくしていくた
めには、自分にうえつけられた『差別の芽』
をぬきとっていくことが大切。差別を『自分
ごと』と捉えて考えていってほしい」と参加
者にメッセージを送ってくださいました。

差別をなくす確実な
一歩を
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フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス

２月27日（コミュニティセンター大宝東）
　令和元年度最後の「はつらつ教養大学」は、大正琴演奏サー
クル「きんせんか」による音楽鑑賞会。美しい調べに合わせ
て懐かしいメロディを口ずさみ、鑑賞後には演奏体験など有
意義なひとときを楽しみました。
　閉講式では、修了証の授与や次年度講座の紹介などが行わ
れました。

はつらつ教養大学で
大正琴の演奏と体験

１月30日（治田東小学校）
　６年生を対象に認知症サポーター養成講座が開催されました。
キャラバン・メイトと地域包括支援センター職員が、認知症への正
しい理解を深め、温かく見守り支援する応援者を増やすために、劇
やクイズを交えて、楽しく学べるように取り組まれています。子ど
もたちにとって、認知症のことを学ぶ良い機会になりました。

小学生が認知症の理解を深める
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広告欄 有料広告掲載のお申込み・お問合せは秘書広報課 ☎551-0641ＦＡＸ553-1280へ（掲載料金：本文最終ページ：１枠30,000円）
掲載内容のお問合せは、直接広告主へ。内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。

この広報紙は、古紙配合の再生紙とベジタブルインクを使用しています。

FAX0748-77-0370
問合せ…秘書広報課　   
　　　　☎551-0641℻553-1280

「栗東のヒト・モノ・コトに出会えるページ」。
市民記者「りっとうミツケーター」と市とが
協働で情報発信をしています。

うますぎる栗東 検索
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No.９７５
2020   ４・１

人口（3月１日現在）　人口70,153人　男34,984人　女35,169人　前月より 26人増　世帯数28,435世帯

★輝く栗東人
「栗東100歳大学」卒業生が子育て世代を支援

■
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

栗
東
１
０
０
歳
大
学
の
2
期
生
と
し

て
、
子
育
て
の
講
義
を
聞
く
中
、「
核

家
族
化
で
身
近
に
育
児
の
相
談
を
し
た

り
、
子
ど
も
を
預
か
っ
て
く
れ
る
人
が

い
な
い
子
育
て
世
代
が
多
い
こ
と
」、

「
昔
に
比
べ
る
と
近
所
付
き
合
い
な
ど

の
つ
な
が
り
が
薄
く
孤
立
し
が
ち
な
こ

と
」
な
ど
子
育
て
の
現
状
を
知
り
ま
し

た
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
世
代
で
は
健
康
維

持
や
生
き
が
い
を
持
っ
て
活
動
で
き
る

居
場
所
づ
く
り
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

卒
業
後
も
2
期
生
の
仲
間
で
活
動
す

る
中
、
子
育
て
の
講
義
に
興
味
を
持
っ

た
メ
ン
バ
ー
が
「
子
育
て
支
援
員
研

修
」
の
存
在
を
知
り
、
仲
間
に
呼
び
掛

け
、
11
人
が
講
義
の
受
講
や
幼
稚
園
・
保

育
園
で
の
実
習
な
ど
を
経
て
、
子
育
て

支
援
員
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
目
標

を
達
成
し
た
感
覚
を
味
わ
い
、
せ
っ
か
く

な
ら
、
こ
の
資
格
を
地
域
社
会
の
た
め
に

活
か
し
た
い
と
の
思
い
で
始
め
ま
し
た
。

■
活
動
内
容
は
？

　

用
事
で
困
っ
た
と
き
や
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
た
い
と
き
に
、
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
る
よ
う
、
毎
週
金
曜
日
に
一
時
預
か

り
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
シ
ニ
ア
と
の
交

流
や
親
同
士
で
の
交
流
を
と
お
し
て
育

児
の
悩
み
や
楽
し
さ
を
共
有
で
き
る
よ

う
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

オ
ー
プ
ン
以
来
、「
じ
い
じ
と
の

ハ
イ
タ
ッ
チ
」
が
、
子
ど
も
と
の
あ

い
さ
つ
代
わ
り
に
な
っ
て
お
り
、
通

っ
て
く
れ
る
親
子
と
の
交
流
は
何
も

の
に
も
代
え
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。「
ぽ
っ
け
」
は
シ
ニ
ア
と
し
て

の
経
験
を
活
か
し
て
、
パ
パ
・
マ
マ

の
お
手
伝
い
を
し
、
３
世
代
が
そ
れ

ぞ
れ
助
け
合
う
社
会
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。
少
し
で
も
子
育
て
世
代
の

負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
、
私
た
ち
も

子
ど
も
か
ら
元
気
を
も
ら
い
、
生
き

が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
何
よ
り
で

す
。
子
育
て
世
代
が
元
気
に
楽
し
く

子
ど
も
た
ち
を
育
め
る
よ
う
、
微
力

な
が
ら
応
援
し
て
い
き
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
（
代
表　

松
江
由
多
加
）

シニアやママ同士との交流で子育ての輪が
うまれています。（１月撮影）

　令和元年10月、「栗東100歳大学」卒業生の２期生有
志が、シニア子育てサロン「ぽっけ」を立ち上げ。
　現在、毎週金曜日９時から16時まで、３歳未満を対
象に一時預かり（500円／時間）を実施。
　「ぽっけ」という名前は、お母さんカンガルーのおな
かの袋のように暖かい場所、ドラえもんのポケットの
ように夢のある場所にしたいという思いから。
・住所：栗東市綣2丁目7－17
・問合せ先：080-5322-7755

～「ぽっけ」利用者から～
　実家みたいに温かく居心地の良い場所です。子どももお
じいちゃん、おばあちゃんがたくさんできて喜んでいま
す。出会った皆さんとの繋がりを大事にしていきたいです。

シニア子育てサロン「ぽっけ」


